
 

木々の葉が赤や黄色に色づき、秋も深まってきました。11 月 23 日は
「勤労感謝の日」です。この日はもともと、「新嘗

にいなめ
祭
さい
」といって、農作

物の収穫に感謝する行事が各地で行われた日でした。新型コロナもあっ
た今年は、私たちの生活を支えるため、社会の様々な場所で毎日一生懸
命働く人たちにあらためて感謝の念が深まった年だったと思います。収
穫された農作物と働く人たちの感謝の気持ちを忘れずに、毎日の食事を
大切にいただきましょう。 
<勤労 1 年目の感謝> 
 杉並区で働く前の話ですが、新卒で初めて調理の仕事に従事した頃、右も
左もわからず、必死に給食を作っていました。失敗は許されない…大きなプ
レッシャーの中で、仕事に取り組んでいました。ある日、慣れない IH の温
度設定をしくじり、デミグラスソースを焦がしてしまいました。すぐさま新
しい鍋にソースを入れ替えたのですが、わずかに焦げのにおいがしていて、
絶望的な気持ちで途方に暮れていると、周りがざわめく中、先輩の調理師さ
んがバターを加えて香りを直してくださいました。喫食時間に恐る恐る、子
どもの食べ具合を見に行ったところ、特に変わらず、美味しそうな顔でデミ
グラスハンバーグを食べていました。その後、調理師さんに IH について何
点かアドバイスいただき「今日は本当にありがとうございました。」と深々、
頭を下げました。すべての仕事が終わり、誰もいなくなった更衣室でひとり
着替えていると、かがんだ瞬間、思わず涙がこぼれました。 
何でも教えてもらえたり、助けてもらえることが当然だなんて、大間違い

です。助けていただいたおかげで、多くの人に大迷惑をか
けずにすんだ。一緒に働いている方に心から「感謝」の念
を抱いた出来事でした。 
<ありがとう> 
例えば給食を生徒や先生方にお渡しする際、「ありがと

う」と言っていただくのは、働いている側としては大変意
味のあることです。給食が美味しく安全に提供されるのは
当然なのですが、その「あたりまえ」を達成することがし
ばしば困難な時もあるのです。たった一言の「ありがとう」
が、疲れた心を癒し、明日の元気を作ります。そして、感
謝の言葉は、その人の努力や苦労に共感できる心をもって
して、はじめて、心をのせて発することができます。勤労
感謝の日をきっかけに、普段何気なく発する「ありがとう」
「いただきます」「ごちそうさま」の意味を考えるようにし
たいですね。相手を癒すだけでなく、発する自身の心も豊かになります。 
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